
開会挨拶
中釜斉 国立がん研究センター理事長v

希少がんセミナー！
愛知県がんセンター× 国立がん研究センター

主催：国立がん研究センター希少がんセンター・希少がん中央機関

第 76  回

神経内分泌腫瘍（NET）の診断を受け、不安を抱えている方も多いと思いま
す。しかし、NET治療は、手術、薬物療法、核医学治療など選択肢が確実に
広がり、それらを有機的に組み合わせることで、治療成績は大きく向上して
います。専門施設のエキスパートが集い、「あきらめないNET治療」の現在
と未来をお伝えします。

あきらめちゃいけない、神経内分泌腫瘍（NET） 第四弾

開会挨拶:瀬戸 泰之 国立がん研究センター 中央病院 病院長
司会進行:加藤 陽子 国立がん研究センター 希少がんセンター

ディスカッション
モデレーター:：
肱岡 範 国立がん研究センター 希少がんセンター／中央病院 肝胆膵内科 医長

パネリスト：
眞島 喜幸 NPO法人 パンキャンジャパン 理事長
江﨑 稔 、水野 伸匡、伊藤 公輝

定 員 ： ５００ 名

閉会挨拶:肱岡 範 国立がん研究センター 希少がんセンター／中央病院 肝胆膵内科 医長

【肝胆膵領域のNET手術】
江﨑 稔 国立がん研究センター 中央病院 肝胆膵外科長

【神経内分泌がん（NEC）の薬物療法】
水野 伸匡 愛知県がんセンター 消化器内科部 医長

【NET領域の核医学治療】
伊藤 公輝 国立がん研究センター 中央病院 放射線診断科 医長

2 0 2 6年 3月 13日（金）
1８時３０分（１８時開場）～１９時５0分
事前お申し込み：3月13日（金）まで どなたでも参加可 無料
お申し込みは下記URLまたはQRコードよりお願いします。
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_lvtMDmGXRMWj3TEwIzDPGw#/registration
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